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荻
野
　
富
士
夫

共
産
主
義
運
動
の
取
り
締
ま
り

が
頂
点
に
達
し
、
１
３
８
人
の
教

員
が

「赤
化
教
員
」
と
し
て
検
挙

さ
れ
た
長
野
県
教
員
赤
化
事
件
や

小
林
多
喜
二
虐
殺
な
ど
に
象
徴
さ

れ
る
１
９
３
３
年
は
、
滝
川
事
件

が
引
き
起
こ
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
学
問

・
研
究
の
自
由
と
か
か

わ
る
思
想
統
制
に
お
い
て
も
大
き

な
画
期
と
な
っ
た
。

共
産
主
義
弾
圧
に

と
ど
ま
ら
ぬ
排
撃

講
演
や
講
義
の
内
容
に
よ
り
京

都
帝
大
教
授
の
滝
川
瑠
展
の
刑
法

学
説
は
マ
ル
ク
ス
主
義
に
つ
な
が

る
、
あ
る
い
は
許
容
す
る
と
み
な

さ
れ
た
。
思
想
学
説
を
理
由
と
す

る
帝
国
大
学
教
授
の
処
分
に
は
、

当
時
で
あ

っ
て
も
一局
い
ハ
ー
ド
ル

が
あ

っ
た
が
、
政
府
は
文
富
高
等

分
限
委
員
会
に
諮
問
し
た
。
異
例

の
こ
と
で
あ
り
、
２
時
間
を
か
け

て
審
議
を
し
た
う
え
で
全
員

一
致

で
休
職
処
分
に
付
し
、
滝
川
は
京

大
を
追
わ
れ
た
。

委
員
の

一
人
で
あ
る
秘
俸
気
書

大
審
院
長

（現
在
の
最
高
裁
長

富
）
は
、
「た
と
え
研
究
の
独
立

と
云
う
て
も
、
我
国
家
と
相
容
れ

ざ
る
に
腐
て
は
許
容
出
来
ぬ
、
そ

れ
は
配
認
研
究
自
由
の
中
に
入
ら

ぬ
」
と
発
言
し
た
。

つ
づ
く
思
想
統
制
の
段
階
を
引

き
上
げ
た
の
は
、
１
９
３
５
年
の

美
濃
部
達
吉
の
天
皇
機
関
説
事
件

で
あ
る
。
滝
川
事
件
の
場
合
に

は
、
自
由
主
義
思
想
を
マ
ル
ク
ス

主
義
の
温
床
と
み
な
し
つ
つ
も
、

ま
だ
正
面
か
ら
そ
れ
を
や
り
玉
に

あ
げ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
「赤
化
」

思
想
と
強
引
に
言
い
く
る
め
て
の

弾
圧
で
あ

っ
た
が
、
こ
の
機
関
説

事
件
で
は

「根
本
思
想
に
お
い
て

民
主
主
義
的
傾
向
を
有
し
、
国
体

の
本
義
を
尊
重
せ
ざ
る
」
こ
と
が

攻
撃
さ
れ
た
。

し
か
も
、
美
濃
部
の
貴
族
院
議

員
辞
職
で
も
お
さ
ま
ら
ず
、
各
大

学
の
憲
法
講
座
か
ら
は
機
関
説
が

一
掃
さ
れ
た
。
全
国
の
高
校
長
や

専
門
学
校
長
ら
を
対
象
に
憲
法
講

習
会
が
開
か
れ
、
天
皇
を
絶
対
的

な
存
在
と
す
る

「国
体
明
徴
」
の

徹
底
が
図
ら
れ
た
。
ま
た
、
帝
国

大
学
や
富
立
大
学
に
は

「国
体

の
河
合
は
、
１
９
３
０
年
代
前
半

に
は
文
部
省
の
学
生
思
想
問
題
調

査
委
員
会
の
委
員
と
し
て
マ
ル
ク

ス
主
義
と
対
峙
す
る
第

一
人
者
で

あ

っ
た
が
、
著
書
が
発
売
禁
上
に

な

っ
て
出
版
法
違
反
が
問
わ
れ
る

と
と
も
に
、
そ
の
個
人
主
義

。
自

一
由
主
義
の
思
想
傾
向
が
問
題
視
さ

一
れ
た
。
文
富
高
等
分
限
委
員
会
の

審
議
は
３５
分
ほ
ど
で
お
わ
り
、
国

家
思
想
を
否
認
し
、
国
体
観
念
に

背
反
す
る
と
し
て
休
職
処
分
に
付

さ
れ
た
。

こ
う
し
た
思
想
統
制
の
強
化
の

末
に
、
１
９
４
０
年
９
月
の
教
育

審
議
会
の
答
申

「高
等
教
育
に
関

す
る
件
」
で
は
、
大
学
の
目
的
達

成
の
た
め
に

「国
体
の
本
義
を
体

し
て
真
摯
な
る
学
嵐
を
振
作
し
、

学
術
を
通
し
て
皇
運
を
無
窮
に
扶

翼
し
奉
る
の
信
念
を
一菫
固̈こ
な
ら

し
む
る
こ
と
」
が
あ
げ
ら
れ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、

１２
月
、
文
部
省

は

「大
学
教
授
は
国
体
の
本
義
に

則
り
、
教
学

一
体
の
精
神
に
徹
」

「学
者
も
剣
と
れ
」

軍
事
研
究
を
推
進

１
９
４
３
年
に
な
る
と
、
文
部

・省
の
大
学

Ｆ
高
校
の
学
術
画
の
評

価
は
、
「真
の
皇
国
世
界
観
に
立

脚
せ
る
真
摯
な
る
も
の
を
見
る
に

至
る
」
と
満
足
す
べ
き
も
の
と
な

っ
た
。

そ
の
高
い
評
価
の
内
実
は
ヽ
と

， く
に
理
系
の
場
合
に
顕
者
だ

っ

た
。
工
学
・医
学
系
の
北
海
道
帝
国

大
学
を
例
に
と
れ
ば
、
１
９
３
９

年
こ
ろ
か
ら
軍
事
研
究
と
研
究
体

‥制
の
軍
事
的
再
編
が
急
が
れ
た
。

雪
の
結
晶
の
研
究
で
知
ら
れ
る
中

谷
宇
吉
郎
は
海
軍
の
研
究
費
を
得

て
、
「航
空
機
へ
の
着
氷
防
除
に
関

す
る
研
究
」
を
進
め
て
い
た
。
今

裕
総
長
は
、
１
９
４
１
年
、
ア
ジ

ア
太
平
洋
戦
争
の
開
戦
に
あ
た

っ

て

「国
家
の
危
急
存
亡
の
場
合
に

は
学
者
と
鰹
．も
剣
を
執と
っ
て
む

た
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
訓
示
す
る
。

１２
月
８
日
、
そ
の
開
戦
の
朝
、

北
大
で
は
宮
沢

・
レ
ー
ン
事
件
が

引
き
起
こ
さ
れ
た
。
北
大
の
英
語

教
師
レ
ー
ン
夫
妻
と
、
教
え
子
の

工
学
部
生

・
宮
沢
弘
幸
が
軍
機
保

護
法
違
反
で
逮
捕
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
活
動
的
で
旅
行
好
き
の
宮
沢

が
各
地
の
軍
事
上
の
施
設
に
多
く

触
れ
た
こ
と
が
、
軍
機
保
護
法
の

網
の
目
に
と
ら
え
ら
れ
る
結
果
と

な

っ
た
。
宮
沢
の
両
親
ら
が
北
大

に
働
き
か
け
て
も
、
総
長
ら
が
非

常
に
冷
た
い
対
応
で
あ

っ
た
と
い

う
こ
と
は
、
国
家

・
戦
争
と
緊
密

に
結
び
つ
い
た
大
学
の
あ
り
よ
う

と
無
関
係
と
は
思
え
な
い
。
思
想

統
制
の
行
き

つ
い
た
先
に
あ

っ
た

の
は

一
学
生
の
発
案
逮
捕
で
あ

っ

た
。

行きついた先は一学生の冤罪逮捕
おぎの 。ふ じお 1953

年生まれ。小樽商科大学

名誉教授。『戦前文部 省

の 治 安 機 能  「思 想 統

制」から「教学錬由 へ』

『特 高 警 察』『 日本憲 兵

史』ほか

学
」
や

「日
本
学
」
の
講
座
が
設
　
す
る
よ
う
訓
令
し
た
。

置
さ
れ
て
い

く
。思

想
統
制
が

完
成
に
近
づ
く

の
は
１
９
３
９

年
の
河
合
栄
治

郎
事
件
で
あ

る
。
東
京
帝
大

経
済
学
ヨ製
一授

レーン夫妻

北大構内のクラーク像 と
並んだ富沢弘幸 (写真は
ともに 「北大生・宮澤弘
幸『スパイ冤罪事件』の
真相を広める会」提供)

う
な
―
‐１一
〓


